
1.　は　じ　め　に

　本学における環境教育は， 1年次後期に実施される生
活， 2年次前期に実施される環境で行っている。
　生活は，小学校௿学年で実施されている生活の授業を
見ਾえて，幼稚園で行っておくことで，スムーズに小学
校の授業にҠ行できるようにという観点から講義を実施
している。あわせて 2年次で行われる環境につなげてい
く科目として実施している。この 2つの科目によって 1
年間の環境に関わる教育を学生は受講することになる。
しかし，ࠜ本的に 2つの科目は授業の目的が異なるため，
教員同士の緊ີな連携が必要になってくることは言うま
でもないが，それが十分に行われているとは言えないの
が実状である。また，内容的にも全く別の内容となって
おり，学生にとっては二つの全くҧう科目を受けている
のと同じ状態である。さらに， 1年次の生活は選択科目
となっており，年々その受講生の数が減少している。こ
のことは結果的に 2年次の環境だけで，保育内容の環境
の授業を行っているのと同じであり，果たしてこのこと
が学生にとってどこまで環境の重要性について理解され
ているのかෆ安が残るところでもある。
　さて，幼稚園における環境には 2種類あるのではない
かと考える。一つは幼児が過ごすまさに生活環境そのも
のである。ए௬らはそのஶ書「環境の指導法」の中で
「子どもの生活や遊びは，その環境によって支配される面
が多くある。園やクラス等の環境の構成は目に見えやす
い部分であるが，保育者の意図や子どもの取り組みやそ
のՁ値については実際には目に見えにくい部分がある領
域である。大切なことは環境を通しての教育のՁ値とそ
の意義をしっかり理解したうえで保育を考えることであ
る。」1）と言っている。
　教育基本法第11条では「幼児期の教育は，生֔にわた

る人֨形成の基礎をഓう重要なものであることにかんが
み，ࠃ及び地方公共ஂ体は，幼児の健やかな成௕に資す
る良޷な環境の整備その他ద当な方法によって，そのৼ
興に౒めなければならない」とあり2），ここでも幼児の
過ごす生活環境の重要性をうたっている。
　幼稚園設置基準によれば，1学ڃの人数，教ࣨの広さ，
園庭の広さなどは表 1のように定められている3）。
　学校教育法の22条では「幼稚園は，義຿教育及びその
後の教育の基礎をഓうものとして，幼児を保育し，幼児
の健やかな成௕のためにద当な環境を与えて，その心身
の発達をॿ௕することを目的とする。」としており4），こ
こでも幼児期の生活環境の重要性をうたっている。
　このように，幼児の生活環境を整えることの重要性を
各種の法律の中でもうたっていることからも，幼児の幼
稚園における生活環境の重要性がうかがえる。
　このことから一つ目は幼児の幼稚園における生活環境
がकられ，信頼できる教員のもとで初めてもう一つの環
境が実施できるのではないかと考える。もう一つの環境
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表 1　設置基準

1学ڃの人数 35人以下

1学ڃの教員の数 1人

保育ࣨ等 ৬員ࣨ，保育ࣨ，遊ٔࣨ，保健ࣨ，
ศ所

保育ࣨの数 学ڃ数を下回らないこと

園ࣷ・保育ࣨ等の面ੵ 1 学180 ڃ m2， 2 学320 ڃ m2， 3
学ڃ以上は 1学ڃにつき 100 m2 増

運動場

必置，園ࣷと同一のෑ地内またはྡ
઀する位置
1 学330 ڃ m2， 2 学360 ڃ m2， 3
学400 ڃ m2， 4 学ڃ以上は 1学ڃに
つき 80 m2 増

幼稚園設置基準よりൈਮ
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とは自然との;れあい，২物の࠿ഓ活動などであるがこ
れについては後述する。
　やはり，たとえ短時間といえども家庭とはҧう場所で
過ごすことがෆ安な状態では本དྷの教育は活きていかな
いと考える。充分な広さの教ࣨ，運動場，人数に応じた
教員配置，一クラスの人数など幼児にとってΏとりを
持った生活環境を与えることは重要であると考える。
　二つ目は幼稚園教育要領にもある領域「環境」である。
この中で「पғの様々な環境にح޷心や探求心をもって
関わり，それらを取り入れていこうとする力を養う。」5）

としている。果たしてこのことは充分に幼児に与えられ
ているのであろうか。
　幼児にとって自分の身の回りにある「環境」はすべて
興味の対象となりうる。「どうして」「なͥ」のूまりだ
と考えられる。幼い幼児にとっては出会うもの一つͻと
つが新しく，めずらしく，触ってみたい，ัまえてみた
い，口に入れてみたいのๅݿなのだ。
　この領域「環境」については幼稚園の教員がいかに領
域「環境」の意味を理解し，いかに領域「環境」の指導
ができるかにかかっているといっても過言ではない。そ
のためにも教員養成施設における領域「環境」の講義に
おいて多くの引き出しを学生自身が自分のものとしてお
くことがとても重要になるといえる。
　また，本学でいかに「生活」の受講生が減少したとは
いえ，数名でもこの授業を必要とする学生がいるからに
は，ここでも領域「環境」の手ॿけになるような講義内
容を一つでも多く実施しておくことが重要になると考え
る。
　これらのことから，本学において平成23年から生活の
授業を୲当し学生たちを指導してきたものとして，この
度の「保育内容『環境』の指導法」についてएׯの՝୊
について考えてみたい。

2.　保育内容「環境」の指導法のねらい

　保育内容「環境」の指導法の全体目標として掲げられ
ているのは，前述したように領域「環境」は「पғの
様々な環境にح޷心や探求心をもって関わり，それらを
取り入れていこうとする力を養う。」ことをめ͟すもので
ある5,6）。保育内容「環境」の指導法の全体目標として掲
げられているのは「幼稚園教育において育みたい資質能
力について理解し，幼稚園教育要領に示された領域「環
境」のねらい及び内容についてഎ景となる専門領域と関
連させて理解をਂめ，幼児の発達にଈして，主体的・対
話的でਂい学びが実現する過程を౿まえて領域「環境」
の具体的な指導場面を想定して保育を構想する方法を身
に付ける」とある7）。すなわち幼稚園教育要領にある「環
境」のめ͟すものを中心にਾえ，それらを指導できる力
を養うものとするとしているのである。

（1）　求められる教員の力量
　幼稚園教育要領の中にある領域「環境」ねらいの項目
では，（1）「身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で
様々な事象に興味や関心を持つ。」，（2）「身近な環境に自
分からかかわり，発見を楽しんだり，考えたりし，それ
を生活に取り入れようとする。」，（3）「身近な事象を見た
り，考えたり，扱ったりする中で，物の性質や数量，文
などに対する感覚を๛かにする。」とある5）。これらはࣈ
すべて幼児の直઀体験により得られることである。幼児
が興味関心を持つことで生まれる事象である。そしてٙ
問に感じた様々な事象に対し「先生これ何，どうして，
なんで」をぶつけてくる。幼稚園の教員はそのさま͟ま
な問いかけに応えるだけの力量を備えておく必要性があ
るのだ。このためにも教員養成施設における領域「環境」
の学びは重要であると考える。
　幼稚園教育要領総則第 4の 2の（2）イで，「環境は，
具体的なૂいを達成するためにద切なものとなるように
構成し，幼児が自らその環境に関わることにより様々な
活動を展開しつつ必要な体験を得られるようにすること。
その際，幼児の生活する࢟や発想を大切にし，常にその
環境がద切なものとなるようにすること」5）とある。これ
は幼児の直઀体験の重要性をうたっており，絵本などで
は得られない，自分で直઀見ฉきしたことを大切にする
といっているのである。そのためにも，幼稚園の教員は，
幼児をできるだけ自然に触れさせてやることの重要性を
理解すべきである。

（2）　食育への理解
　さらに平成17年に食育基本法8）が制定されてから，幼
稚園などの教育現場に食育を実施するようにという指導
が入った。現場の先生たちは大いにとまどった。そして
知ܙをߜった。その中の一つに野ࡊなどの࠿ഓがある。
広くない運動場のย۱でプランターや২໦ുを使い，野
を育てるのだ。種をまく，බを২えるなど子どもたちࡊ
に২物の成௕を見せることを一つの方法としたのだ。食
育基本法の制定以前から૲Ֆや野ࡊを育てている園は多
くあったと思われるが，一つの指導の形としてそのこと
を取入れていくことが必要となったのだ。

（3）　指導案作成の指導
　また今回の「環境の指導法」では，（2）領域「環境」
の指導方法および保育の構想の中の౸達目標の 3）に
「指導案の構଄を理解し，具体的な保育を想定した指導案
を作成できる」とある7）。
　このことからも指導案が作成できることは現場におい
て必要ෆ可ܽなものであるとの見解が示されている。こ
れらのことからも，指導案の構଄を知ること，実際に
やってみることを想定した指導案作成はܽかすことがで
きない。
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　現場に出れば実際を想定した指導案を書くことは容қ
かもしれないが，教員養成施設の学生に現場を想定した
指導案をどこまで書かせることができるかは，学生たち
にも現場，すなわち直઀体験を十分に行わせることが必
要となるのではないだろうか。
　幼児の様々な興味関心に応えられるだけの指導力を身
につけて学生を幼稚園教諭として現場にૹり出すことが
զ々教員養成施設の教員の一つの使໋でもある。しかし，
あんなにいろんなことに興味を持っていた子どもたちは
成௕とともにいろいろなものに興味を持つことをࣦって
いっている。そんな学生たちに再び自然や身近な環境に
興味関心をݺび起こさせ，学生一人ͻとりの力にしてい
くことが果たしてできるのだろうか。そんなことを考え
ながらຢ力ෆ଍を感じながら講義を行っているのが現状
であるといえる。

3.　指 導 の 実 際

　本学では先にも述べたように 1年次で学修する生活の
授業は， 2年次の学修における領域「環境」へとつなが
り，さらに小学校௿学年で学習する生活科の授業の一ॿ
として学習できるよう配置されている。その生活の授業
で学習したことが，学生の中の引き出しにどれほど残っ
ているかが領域「環境」での学習の一ॿとなると考え授
業を進めている。
　次に生活の授業で実際に行っている内容を通して領域
「環境」とのつながり及び，指導法の在り方について述べ
る。

①　自然観察
　日本には࢛قがある。य़Նळౙ，ҧう໦の様子，༿の
৭，ҧうՖが࡙き，ҧう஬やௗたちが自分たちの居場所
を求めている。Ӎが߱り，ॵい日が続き，פいౙが๚れ
ઇが߱る。そんな࢛ંق々の風景をしっかり観察する力
を学生自身が身につけることは大事なことである。幼児
は目をًかせて「先生，これ何ʁ」とฉいてくる。その
心の一つͻとつに応えてやらなければならない。そح޷
のためにも小さなこと，ࠣ細なことにも目を向け，わか
らないことは調べて理解し，自分の引き出しに大事にし
まっておくことが必要になる。そして幼児にਘねられた
時，しまっておいた引き出しから，丁寧に話，指導して
いくことが必要になるのである。
　幼児の興味関心は大人の想૾のൣғをはるかに௒えて
いる。そんないろんなことに興味関心を持っていた子ど
もたちが大人になると自然への興味がബれてくる。そん
な学生たちに再び自然のԞਂさを教えて，指導力を付け
させていくにはかなりの労力が必要だ。その時間だけは
興味を持ってくれるが，また以前にٯ໭りということも
少なくない。ここで少しでも多く引き出しの中にいろい
ろ調べたことをऩめてくれることが幼稚園という現場で

の指導力につながっていくと考える。
　前ഭは保育所にΞンέートした調査をまとめた࿦文の
中で「身近な自然を生かした活動が行われており，小動
物，ࠛ஬のࣂ育・観察，Ֆი・野ࡊの࠿ഓなどの活動は，
日常において取り組むことができる活動内容であるとい
うことであった。「ޒ感を使って自然を感じ，体験する」
ことで身体的にもਫ਼ਆ的にも，子どもの発達にݙߩする
という点において「自然活動（野外活動）が必要」であ
るといいう認識は共通しているといえる」としている9）。
さらに，「しかし，野外に出たり動২物に直઀触れるなど
の体験は「安全性やӴ生面」などの観点からرബになり
がちであるという記述が多くなされた」とも言ってい
る9）。このことは自然を幼児に体験させることの難しさ
をཪ付ける一つともいえる。
　しかし，養成校において少しでも自然に触れる直઀体
験が重要であるということも同時にうたっている9）。
　本学でも，自然を直઀体験させることの難しさは感じ
ている。あかねの৿という自然を利用した৿を持っては
いるがそこの多くは஛でय़以外で自然を感じるにはなか
なか難しいものがある。
　授業ではळに校内を一पし自然体験をしたことにして
いるのが現状である。それでも学生たちは，子どもにか
えったように目をًかせてくれるのがٹいである。
　校内を一पしམち༿や໦の実をूめることから始める。
Ֆが࡙いていれば何の໦かわかるがՖがམち༿もམちた
状態ではわからないことが多い。まず༿に興味を持たせ，
何の༿か教えることから始まるのである。そしてそのू
めた༿を使って޻作に使用し出དྷ上がったものに，プラ
スのධՁを加えていく（ࣸਅ 1）。なͥߚ༿する໦としな
い໦があるのかについても学生一人ͻとりに調べさせて
いる。どんな方法であれ自分で調べたことは自分の引き
出しの中にしまっておけると考えるからである。
　ౙには外に出てౙを見つけてくる。そこにはय़を଴つ
Ֆのժ，ౙに࡙くՖたちがいる。その一つͻとつを今度
は言༿で表現していく。これにプラスのධՁを加えてい
く。
　このことでळとౙのҧい，表現方法のҧいを学習する。
その時だけは子どもにかえった様に目をًかせ，子ども
のように「先生これ何」とਘねてくる。ࢲたち教員養成
施設の教員にも多くの引き出しが必要となる時間でもあ
る。
　何ނプラスのධՁなのかというと，幼児が一生໋ݒ౒
力したこと見つけたことににマイナスのධՁはない。い
つもプラスのධՁだ。その子がその子なりに一生໋ݒ考
えたことにマイナスはないのだ。「これすごいね，上手に
できたね，がんばったね」，それが大事な指導の一つとな
るのだ。࢛قを通して幼児は外で遊ぶのが޷きだ。そん
な中には園内であれ，園外であれ生きている自然がある。
そんな遊びの中で見つけたいろんなことを，幼稚園の先
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生にぶつけてくる。それに応えられるだけの指導力を身
につけさせることが指導法の授業では必要ෆ可ܽなこと
になると考える。
　そうした中で重要になるのは直઀体験である。学生が
直઀体験することでより観察力が養われ，ࣦわれていた
自然への興味関心がたとえ一時的ではあってもݺび起こ
されるのだ。その直઀体験で得られた気付きを大切にし
てやりたいと考えている。そうすることで現場に出たと
きに幼児の見付けてきたことに「すごいね」のプラスの
指導ができるのではないかと考える。

②　栽培
　幼児は২えた種やබがす͙にでもժを出しՖが࡙くと
思っている。そうではなく時間がかかることを丁寧に指
導することが必要になる。
　ώヤシンスの水耕࠿ഓを毎年行っている。作物は基本
的に౔で育つものである，それをあえて水耕࠿ഓで行っ
ている。これは২物の育ちの過程を見せるうえで重要な
作業の一つだ。まずࠜがはること。ࠜを出すためには，
҉いところにおいておくことの必要性を教えていく。こ
れは౔に২えればそこはଠཅの当たらない҉い場所だか
らである。ࠜが十分出たところで，明るいところに出し
ժが出るのを଴つ。これは幼児に২物はまずࠜっこを十
分に大きくしてܪが大きくなっても౗れないようにして
いることを教えることの一ॿになると考えている。そし
てժが伸びていき，Ֆժを付け，Ֆが開く。その過程は
水耕࠿ഓだからこそ見える過程である。その成௕記࿥は
ഓを開始する10月初めから࠿ 2月の初めまで毎िとり続
ける。学生自身は，他人のࠜٿとの成௕のҧいに一ت一
༕しながら自分のώヤシンスの成௕に心を注͙（ࣸਅ
2・ 3・ 4・ 5）。このことは，幼稚園の現場に出た際の
子どもたちに，২物の育つ順ংを教え，一緒になって一
一༕する࢟になるのではないかと考える。そして২物ت
が育つということは২物が生きているということを伝え
ることにもつながる。生きているものすべてを大切にす
る心につながるのだ。それはՖでも野ࡊでも動物でも同
じである。
　බを২え，水をやり，野ࡊの成௕を見कりながら，大
きくなった，実がついた，実が大きくなった，৭がつい
たとその育ちに一ت一༕する幼児に，২物の育ちの順ং
を丁寧に指導し，一緒になって一ت一༕することが大切
になってくる。合わせて২物も動物も生きている，だか
ら大切にすることを伝える，これは໋の大切さを伝える
ことにつながる。
　このことは，学生が教員養成施設において直઀体験を
経験していればこそ一緒になって一ت一༕でき，幼児を
指導ができることの一ॿになると考える。

③　キャンパスマップ
　小学校の「生活」の授業では「学校探検マップ作り」
や「通学࿏マップ作り」などが行われているところもあ
るようだ。
　幼稚園では散าなどを通して園外の自然や人々の生活
を見ฉきすることで自分の中にෆ思議や知識をため込ん
でいくのではないだろうか。
　生活の授業を୲当した最初のころは学校探検をして
マップ作りを行っていたが，今は，「ࢲのおすすめの場所
マップづくり」に変更している。入学して半年たっても，
行っていない場所もたくさんあるのだが，あえて「ࢲの
おすすめの場所マップ作り」にしている。そうすると学
生の興味や関心がどこにあるかわかることもあるので今
はこの方法にしている。マップが出དྷ上がるとみんなに
見せて，発表する。どうしてここが޷きか，なͥ選んだ
かなど，言༿で表現させるようにしている。その場所が
きな気持ちはその場所を大切にする気持ちにつながる޷
のではないかと考える。
　幼稚園では，マップ作りは難しいが，身近なものに触
れ，身近なものが޷きになり，そしてそれを大切に思う
心が育つのではないかと思う。また，散าなどに出かけ
て地域の人に会う，あいさつをަわすことの大切さを学
ぶことができる。地域の人をটいて地域文化の話をして
もらうことなどを通して，自分たちのॅむ地域を޷きに
なる。
　学生たちには，まず自分を޷きになること，そうすれ
ば人を޷きになる，そして自分のॅむ地域が޷きになる
と話している。
　このことは，身近なものをいつくしみ大切にする指導
につながるのではないかと考える。

④　指導案
　日々の幼稚園における活動の一つͻとつは指導案の上
に成り立っているものであることから指導案作りは重要
であると考える。
　 1年次の後期では，まだ指導案の作成に慣れておらず，
取り組みが難しい面もある。しかし，一つでも多くの指
導案を作ることが次の指導案作りのステップΞップにつ
ながることもあると思い，ྫを見せながら書かせている。
特に「具体的なૂいを達成するために」，とあることから
も，具体的な現場を想定しての指導案作成が重要となる。
　௕年のݒ案事項の一つとして，この指導案をもとに実
際に໛ٖ保育をさせてみたいと思っていることがある。
他の授業で取り入れているのだが，学生同士のরれなど
が出てうまく進められないことを経験している。このた
め生活の授業における໛ٖ保育に一า౿み出せずにいる。
　しかし，今後「環境の指導法」となれば実際に指導ま
でやって初めて指導案が生き，現場を想定した指導がで
きると考えれば，この໛ٖ保育は今後取り入れていく必
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要があると考えている。

⑤　身近なものを使った製作
　身近なものを見ること，それを使った何ができるか考
えること，身近なものをどう取り扱うか考えることに
よって，幼児は物の性質，数，文ࣈなどをੵみ重ねて
知っていくようになる。身近なものにいかに興味を持た
せるかが重要になるということになる。
　試行ࡨ誤を繰り返しながら，身近にあるいろいろなも
のを使って੡作に取り組んできた。
　最近はフΣルトを使った੡作にߜっている。タイトル
も最初のうちはお՛子を作る，にߜっていたが，行事に
沿ったものになったりとそのテーマは年ごとに変化して
いる。ここでڻかされるのは学生の引き出しの多さであ
る。フΣルトが立体的に変化していく様を見ていると学
生たちは本当に੡作することが޷きなんだと思い知らさ
れる。
　フΣルトを使っての޻作は，子どもたちのおもちΌ作
りに通じるものがあると考える。特に，幼い子どもたち
はなんでも口に入れてしまうので，ࢳでしっかりと整え
た，こういったおもちΌを持たせてやることが必要だと
考える。学生たちはどこまで考えて，੡作をしているの
かはわからないが，そのまま子どもたちに持たせて良い
ようなものが生まれることもある（ࣸਅ 6・ 7・ 8）。
　この授業で学生たちに知ってほしいのは，高いお金を
出しておもちΌを与えるより，幼児が身近にあるものを
使って，޻෉して作ったものがより身近に感じ遊びに௕
く使えることや，作る過程で難しいことに直面してもそ
れを৐りӽえる力を身に付けられる，そんな指導に結び
付けてほしいと考えている。
　学生たちの中にもࡋ๓のۤ手な学生，੡作のۤ手な学
生もいる。それでも一生໋ݒ取り組んでいる࢟を見ると
きっといい指導者になってくれると感じることが多いの
だ。それは作ることがۤ手な幼児や，考えることがۤ手
な幼児の気持ちがわかる指導者になれると思うからであ
る。

⑥　講義
　小学校学習指導要領生活ฤ10）を利用して，「第 1 章　
総説」，「第 2章　生活科の目標」，「第 3章　生活科の内
容」について講義を行っている。
　何ނ，あえて生活科の授業をしているのかをしっかり
と理解させるためである。この中で重要な言༿として繰
り返し出てくるのが，「自分自身，身近な人々，社会及び
自然の特徴や良さ」である。これらはすべて直઀体験を
通して自分自身を成௕させるために重要なポイントとな
ると考える。学生たち自身で書かれてあることの意味を
理解させ，まとめさせることで生活科を学ぶ意義を理解
してほしいと思っている。特にこの講義では自分で考え，

自分で体験することを大切にしていることを何より理解
して欲しいとئっていることをわかって欲しいと思って
いる。

4.　保育内容「環境」の指導法とは何か

　幼稚園教育要領では，「幼稚園教育において育みたい資
質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい࢟」
として 3つのねらいをあげている5）。
（1）๛かな体験を通じて，感じたり，気づいたり，わ

かったり，できるようになったりする「知識及び技
能の基礎」

（2）気づいたことや，できるようになったことなどを使
い，考えたり，試したり，޻෉したり，表現したり
する「思考力，判断力，表現力等の基礎」

（3）心情，意欲，態度が育つ中で，よりよい生活をӦも
うとする「学びに向かう力，人間性等」としてい
る5）。

　さらに，「幼児期の終わりまでに育ってほしい࢟」は第
2章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して資
質・能力がは͙くまれている幼児の幼稚園終了時の具体
的な࢟であり，次のようなものを掲げている。（1）健康
な心と体，（2）自立心，（3）協同性，（4）ಓಙ性・規ൣ
意識のժ生え，（5）社会性との関わり，（6）思考力のժ
生え，（7）自然との関わり・生໋尊重，（8）数量や図形，
標識や文ࣈなどへの関心・感覚，（9）言༿による伝え合
い，（10）๛かな感性と表現である。このうち環境に関わ
るものとして（2），（5），（7），（8）があるのではないか
と考える。
　具体的には（2）では身近な環境に主体的に関わり様々
な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚し，
自分の力で行うために考えたり，޻෉したりしながらఘ
めずにやり਱げることで達成感を味わい自信を持って行
動するようになる。これは自分のपりの環境に興味関心
を持ち，࠿ഓにしても，物作りにしても最後まであきら
めずにやり਱げることに通じている。これはとても重要
で，何でも్中で์り出してしまうことは簡単だけどや
り਱げることの大切さ，達成感を味合わせてあげること
によって，環境以外のことでも౤げ出さず最後までやっ
ていけるようになるのだということである。このことを
指導するのは確かに難しいことであるが，プラス思考で
少しでもできれば๙めてやることの指導の大切さが必要
になるのではないかと考える。
　（5）では身近な人々を大切にする心を持つことで自分
のपりの多くのものを大切にできる力が育つ。さらに幼
稚園内の様々な環境に関わる中で，いろいろな情報を手
に入れそれを活用できるようになっていく，そのことが
さらには社会と通じることになるのだということを理解
させていく指導に通じるのではないだろうか。
　（7）ではまさに環境そのものではないだろうか，自然
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に触れることによって，身の回りのෆ思議に気づき，自
然に愛着を持ち，໋の大切さに気付いていく。
　そうした幼児の気づき，ものごとをいつくしみ大切に
思う心を大切にしてやる指導が必要になる。ここで学生
時代に学修してきた環境の指導法が生きてくるのではな
いかと考える。多くの引き出しを持ち，一緒に考え，೰
み，育つことができるのではないだろうか。指導という
のはܾして一方的なものではなく，自分自身も育ってい
くことに通じるものがあるように思える。
　（8）は遊びや生活を通して様々な図形や標識，文ࣈに
親しむ体験をੵみ重ねさせてやることで，少しずつ身に
ついていくものであると考える。たとえば散าに出たと
き，横断าಓの標識を教え，౉り方を教えていくことで，
次に同じ標識を見たときに，教わったことが活かされて
いくのではないだろうか。これはまさに幼稚園終了時ま
でに身に付けさせてあげたい力に通じると考える。
　小ࢁはその࿦文の中で具体的事ྫをあげてこれらのこ
との重要性について述べている11）。
　この度一般社ஂ法人保育教諭養成՝程研究会の開発に
向けた調査研究から出された『平成28年度幼稚園教諭の
養成՝程のϞデルカリキϡラム「保育内容「環境」の指
導法においては7），その全体目標として領域「環境」の
ねらいをめ͟すとしており，さらに幼稚園教育において
育みたい資質能力について理解し，幼稚園教育要領に示
された領域「環境」のねらいおよび内容についてഎ景と
なる専門領域と関連させて理解をਂめ，幼児の発達にଈ
して，主体的・対話的でਂい学びが実現する過程を౿ま
えて領域「環境」の具体的指導場面を想定して保育を構
想する方法を身に付けるとある。
　これは「領域「環境」」の意味を十分理解したうえでそ
の指導力を身に付けさせるべきであると言っていること
になる。この十分な理解をどこまで求めているのか，ま
たその理解の上に立った指導力とはいかなるものになる
のであろうか。
　（1）領域「環境」のねらい及び内容の一般目標として
「幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を౿まえ，
領域「環境」のねらい及び内容を理解する。」さらに౸達
目標として
1）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本，領域
「環境」のねらい及び内容ならびに全体構଄を理解し
ている。

2）領域「環境」のねらい及び内容を౿まえ，幼児が経
験し身につけていく内容と指導上の留意点を理解し
ている。

3）幼稚園教育におけるධՁの考え方を理解している。
4）領域「環境」に関わるपғの様々な環境にح޷心や
探求心をもって関わり，それらを生活に取り入れて
いこうとする経験と，小学校以߱の教科等とのつな
がりを理解している。としている7）。

　これらは，領域「環境」の指導法の講義において単元
を޻෉することによって，一つͻとつ身に付けていくこ
とができると考える。ただ，様々な自然や環境に興味や
関心をࣦっている学生たちに，いかに興味関心を持たせ，
幼児にとってこのことがいかに重要であるかについて理
解させる必要がある。そうした中で学生自身はいずれ指
導者になるのだということをきちんと理解させる必要が
ある。
　幼稚園教育要領解説の中で従དྷの環境の内容の中には
なかった（6）日常生活の中で，զがࠃや地域社会におけ
る様々な文化や伝౷に親しむが増やされている6）。
　家庭において地域社会に関わるػ会の減少，文化や伝
౷行事に親しむػ会が減っている中でこの項目が増やさ
れていることは，幼稚園において今まで以上に地域社会
に親しむػ会を増やし文化や伝౷に触れさせるػ会を増
やすということにつながるといえる。子どもたちに文化
や伝౷を教えていくことは大切なことではあるが，これ
まで以上のことを求められるのは幼稚園教育にとってプ
ラスになる൓面，教員のෛ୲が増えることにはならない
だろうか。
　また，生活でうたっていた小学校以߱との教科等との
つながりを౸達目標に含められたことは，小 1プロϒレ
ムをいかに扱うかもこの教科に求められることになる。
現状でもこの小 1プロϒレムの問୊は，幼稚園と小学校
௿学年との連携をいかに上手に行っていくべきかという
ことでは೰みの多い問୊の一つであり，幼稚園教諭のෛ
୲増につながるのではないだろうか。またこのことは現
場における指導力とどうつなげていく形の指導をしてい
けば教員養成施設はよいのであろうか。
　（2）「領域『環境』の指導方法および保育の構想」の一
般目標では「幼児の発達や学びの過程を理解し，領域
「環境」に関わる具体的な指導場面を想定した保育を構想
する方法を身につける。」とある7）。具体的な保育現場を
想定しての指導力がより求められる目標となっている。
　さらに౸達目標として
1）幼児の心情，認識，思考及び動き等を視野に入れた
保育構想の重要性を理解している。

2）領域「環境」の特性及び幼児の体験との関連を考慮
した情報ثػ及び教ࡐの活用法を理解し，保育構想
に活用することができる。

3）指導案の構଄を理解し，具体的な保育を想定した指
導案を作成することができる。

4）໛ٖ保育とその;りかえりを通して，保育を改ળす
る視点を身につけている。

5）領域「環境」の特性に応じた現代的՝୊や保育実践
の動向を知り，保育構想の向上に取り組むことがで
きる。としている7）。

　前述したようにまずは生活環境を整えていることに
よってはじめて領域「環境」は生きてくると考えている。
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ࣸਅ 1　མち༿を使った作඼

ࣸਅ 7　身近な素ࡐを使って（おべんとう 1）

ࣸਅ 2　ώヤシンスの水耕࠿ഓ（つぼみ 1）

ࣸਅ 8　身近な素ࡐを使って（おべんとう 2）

ࣸਅ 3　ώヤシンスの水耕࠿ഓ（つぼみ 2） ࣸਅ 4　ώヤシンスの水耕࠿ഓ（開Ֆ 1）

ࣸਅ 5　 2ώヤシンスの水耕࠿ഓ（開Ֆ 2） ࣸਅ 6　身近な素ࡐを使って（リースづくり）
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　そのことを考慮したうえで，指導案等は成り立ち，現
場で活きたものとなるのではないだろうか。構想として
は必要ෆ可ܽなものばかりであるが，果たしてݶられた
授業回数の中でそこまでその指導法を教員養成校として
学生に伝えていくことが可能になるのであろうか。しか
し，どれ一つをとってもෆ要なものはなく，現場に出て
学生が困ることなく幼児の指導ができるようにしてやる
のがզ々教員養成施設の指導者としての，また講義を୲
当するものとしての重要な役目であることは൱めない。
このことからも，学生にいかに環境という授業の重要性
に気づかせ，一つでも多くの引き出しをもって現場に出
してやれるかは教員養成校の教員の力量にもかかってい
るといえるのではないだろうか。
　さらに留意事項では
1）指導案作成や໛ٖ保育では，ޮ果的な形ࣜや提示の
方法の޻෉として，ICTの活用を試みる。

2）領域「環境」に関して幼児が経験し身につける内容
と，小学校以߱の生活や学習との関連を取り上げ，
小学校とのԁ׈な઀続の必要性とその具体的な実践
について理解できるようにする。

3）領域「環境」のഎ景となる学問的基盤及び幼児教育
に関わる専門性を有する人ࡐが୲当するに;さわし
い。とされている7）。

　どこまでの専門性を有した指導者が必要になるのか，
ただ環境を知っているだけではだめだということがこの
留意事項にははっきりとうたわれている。特に ICTの活
用などは他教科と連携していく必要があると感じている。
　小 1プロϒレムの問୊もある。幼稚園を小学校௿学年
のԁ׈な઀続のためには，幼稚園と小学校が一体となっ
て取り組まなくてはならない問୊であり，教員一人の力
ではどうにもならない問୊であると考える。
　さらに教員養成校の教員の専門的知識を求められてい
るが果たしてこれだけのことを学生に指導できるだけの
力量を備えていくことができるのであろうか。
　これらのことからどこまで学生に教員養成施設として
指導力が身に付けさせていけるのか教員養成施設の教員
としての手࿹が問われる今回の改訂ではないだろうか。

5.　ま　　と　　め

　最初に述べたように幼稚園における「環境」は大きく
二つあるのではないだろうか。一つは幼児が 1日の数時
間を過ごす家庭とはҧう，多くの人数の人たちと過ごす
幼稚園という環境。この幼稚園という環境は，幼児の発
達ஈ֊に応じていること，幼児の健全性が保たれること，

幼児が安心して過ごせる場所であることなど多くの条݅
が必要になる。これらの条݅が整えられ信頼できる幼稚
園の教員のもとで初めて健全な成௕が行われることにな
り，幼稚園は幼児にとって安心できる場所であるという
ことを幼児に認識させられるのではないだろうか。この
生活環境が整って初めてもう一つの環境が活きてくる。
　もう一つの環境である২物の࠿ഓであったり，自然と
の触れ合いであったり，生໋の大切さに気付いたりする
ことのできる本དྷの環境が生きてくるのではないだろう
か。そしてその環境を活かしていくためには幼稚園の教
員の指導力が問われることとなる。
　この指導力を教員養成施設でどのように身に付けさせ
られるのか，環境だけを一つの授業としてみるのではな
くपりのいろいろな科目と関わっているのだということ
をしっかりと学生に意識づけさせていく必要があるだろ
う。そしていかに多くの引き出しをもたせて，幼稚園と
いう現場に学生をૹり出すことができるかは，教員養成
施設の教員の手࿹が問われることとなる。
　今回の改定は多くの՝୊をಥき付けられた形の保育内
容「環境」の指導法ではないだろうか。
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Summary

As stated at the start, the "Environment" in a kindergarten can be largely divided into two. One is the kindergarten 
environment in which children spend a few hours a day with many people unlike their homes. This environment must 
meet many criteria, including matching the children's stage of development, ensuring the children's soundness, and 
being a place where the children can be with peace of mind. Only when these conditions are met and there are trust-
worthy teachers, are children able to grow soundly, and children are made aware that the kindergarten is a place 
where they can have peace of mind. Only when this daily life environment is ensured does the other "Environment" 
come to have meaning.

That is to say, the true "Environment", wherein children can cultivate plants, interact with nature, and learn about 
the importance of life, comes to have meaning. To bring meaning to this "Environment", the teaching skills of faculty 
of the kindergarten are tested.

In teaching those teaching skills in a training facility, it is important not to view only "Environment" as a single 
class, but to make students firmly aware that it is involved in various other subjects. The caliber of the training facility 
faculty is tested by how they can give students many skills and send them out into the workplace of the kindergarten.

The recent revision is a teaching method for the childcare content of "Environment" putting forward many issues.


